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実態調査に基づくオフィス環境が心身の健康と知的生産性に及ぼす影響の検証 

（第 2報）オフィス環境が心身の健康と知的生産性に及ぼす影響 

 

 

1. はじめに 

前報（第 1 報）では実態調査の概要を示した文 1。本報

では、アンケート調査の結果を用いてオフィス環境が心

身の健康と知的生産性に与える影響について検証する。

また、構造方程式モデリングを用いて心身の健康と知的

生産性に大きく影響を及ぼすオフィス・住まい環境の要

素を明確化する。 

 

2. 結果 

2.1 対象者の属性 

個人属性に関しては、男性が全体の 81.5%を占め、平均

年齢は 45.1 歳であった。女性は平均 38.9 歳で、全体の平

均年齢は 43.9 歳であった。 

2.2 オフィス環境が心身の健康に及ぼす影響 

オフィス環境と心身の健康に関する結果を図 2 に示す注

1。オフィス環境総合評価注 2 の得点が高い群は低い群と比

べてWFun 注 3得点が有意に低かった。従って、良質なオフ

ィス環境が心身の健康改善に寄与する可能性が示された。 

2.3 オフィス環境が知的生産性に及ぼす影響 

心身の健康と知的生産性の関係を図 3 に示す。WFun の

群分けは既往研究による分類を参考にした文 2 注 4。WFun の

得点が低い群は高い群と比べて作業効率が有意に高かっ

た。従って、心身の健康改善が知的生産性向上に寄与す

る可能性が示された。また、オフィス環境と知的生産性

の関係を図 4 に示す。オフィス環境総合評価の得点が高い

群は低い群と比べて作業効率が有意に高かった。従って、

オフィス環境の評価向上により作業効率が向上する可能

性が示された。本節および図 2 の結果より、オフィス環境

が直接的に知的生産性向上に寄与するだけでなく、心身

の健康を介して間接的に知的生産性の向上に寄与する可

能性が示された。 

2.4 住まい環境が心身の健康に及ぼす影響（図 5 注 1） 

オフィス環境が心身の健康に及ぼす影響を評価するた

めには、執務者の住まい環境も考慮する必要がある。

CASBEE-住まい+コミュニティ注 5 の得点の高群では WFun

の得点が有意に低かった。従って、良質な住まい環境が

心身の健康改善に寄与する可能性が示された。 

2.5 オフィス・住まい環境が心身の健康と知的生産性に

及ぼす影響 

オフィス・住まい環境と心身の健康の関係の全体像を

図 6 に示す。オフィス環境総合評価の得点と CASBEE-住
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まい+コミュニティの得点が高い群は低い群と比べて

WFun の得点が低い傾向が確認された。また、オフィス・

住まい環境と知的生産性の関係を図 7 に示す。同様に、オ

フィス環境総合評価の得点と CASBEE-住まい+コミュニテ

ィの得点が高い群は低い群と比べて作業効率が高い傾向

が確認された。以上から、良質なオフィス・住まい環境

が心身の健康改善と知的生産性向上に寄与する可能性が

示された。 

2.6 オフィス・住まい環境が心身の健康と知的生産性に

及ぼす影響の構造方程式モデリング 

心身の健康と知的生産性に大きく影響を及ぼすオフィ

ス・住まい環境の要素を明確化するために構造方程式モ

デリングを実施した。まず、アンケート調査から得られ

た温熱環境、昼光利用、リフレッシュスペース等の評価

を観測変数とし、因子分析を行った。その結果を用いて、

「執務空間」、「屋外情報」、「共有空間」という潜在変数

を作成した。同様にコミュニケーションの取りやすさや

人間関係満足度、仕事量等の評価を用いて「働き方」と

いう潜在変数を作成した。また、住まい環境を考慮する

ために CASBEE-住まい+コミュニティの結果等を用いて

「住宅環境」、「地域環境」、「生活習慣」という潜在変数

を作成した。  

構造方程式モデリングの結果を図 8 に示す。オフィス環

境と住まい環境から WFun 総得点へのパス係数を比較する

とオフィス環境が-0.04 であるのに対して、住まい環境は-

0.64 と大きい値であった。また、WFun 総得点を介した間

接的なパス係数を含めたオフィス環境から主観作業効率

への総合的なパス係数が 0.31 で、住まい環境から主観作

業効率への総合的なパス係数が 0.28 であった。従って、

心身の健康は住まい環境の影響が強く、知的生産性はオ

フィス環境と住まい環境のどちらからも影響を受けるこ

とが示された。尚、オフィス環境へのパス係数は執務空

間が大きく、温熱環境や光環境、オフィスの広さを改善

することが知的生産性向上に寄与する可能性が示された。

住まい環境へのパス係数は生活習慣が大きく、十分な休

息や睡眠が心身の健康改善と知的生産性向上に寄与する

可能性が示された。 

 

3. まとめ 

本調査により以下の知見が得られた。 

(1)良質なオフィス環境が心身の健康改善に寄与する可能

性が示された。また、良質なオフィス環境が直接的、

もしくは心身の健康を介して間接的に知的生産性向上

に寄与する可能性が示された。 

(2)良質な住まい環境が心身の健康改善に寄与する可能性

が示された。 

(3)執務空間の改善が知的生産性向上に寄与する可能性が

示された。また、生活習慣の改善が心身の健康改善と

知的生産性向上に寄与する可能性が示された。 

本研究により、良質なオフィス・住まい環境が心身の

健康改善と知的生産性向上に寄与する可能性が示された。

次報では、アンケート調査と生理量実測結果より心身の

健康・知的生産性と生理量との関連について検討を行う。 
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【脚注】 [注 1] 得点が低い対象者から 0～25%を第 1 群、25~75%を
第 2 群、75~100%を第 3 群とした。また、図中のエラーバーは（平均
値±標準偏差）を示している（全図共通） [注 2] 建築計画や設備設
計といった 7 つの概念からなる全 45 項目の質問で構成されるオフィ
ス評価方法。「利用しやすいリフレッシュスペース」といった項目に
対し、存在する場合を 1、ない場合を 0として総得点を算出 [注 3] 産
業医科大学で開発された簡易な 7つの質問項目の総得点で労働機能障
害の程度を評価する指標。尚、総得点が低いほど労働機能障害の程
度が低いことを示す [注 4] 労働機能障害の問題なしを第 1 群、軽度
の労働機能障害を第 2群、中・高度の労働機能障害を第 3群とした。
[注 5] CASBEE-住まいの健康チェックリスト簡易版（6 項目）と
CASBEE-コミュニティの健康チェックリスト簡易版（8項目）を併用
したもの。「居間・リビングで、夜、照明が足りずに暗いと感じるこ
とがどのような頻度であるか」といった質問に対して 4 段階で評価  
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大会学術講演梗概集, 2018 [文 2] 永田智久ら:産業医科大学版プレゼン
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